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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究の目的は、セボフルラン吸入による急速麻酔導入において、鎮静・鎮痛効果のあ

るクロニジンを前投与することにより、笑気併用時と同等の効果が得られるのかを評価す

ることである。笑気は揮発性吸入麻酔薬と併用して使用されることが多いが、手術室汚染、

環境汚染（オゾン層破壊）の問題が指摘されている。そこで著者らは、笑気の代用になり

うる薬として、鎮静・鎮痛効果を持つクロニジンの麻酔前投与を考えた。麻酔導入時間は、

クロニジン前投与により笑気併用時と同等に短縮できた。またクロニジン前投与により、

笑気併用時よりも気管挿管によるストレス反応・循環変動が抑えられた。またコスト面で

も、クロニジン75 μg錠は1錠6.4円、150 μg錠で11.1円なのに対し、麻酔導入中のみ使用

した笑気(20.0±3.3 L)のコストは220円と高価なので、笑気併用よりも安くなる。さらに

麻酔維持にも笑気を使用する場合は、コストの差はより大きくなる。本研究は、クロニジ

ンの前投与が麻酔導入維持において、笑気使用よりも手術患者の安全性の向上、環境汚染

の減少、医療コスト削減という点で有用であることを示し、明らかに学術水準を高めたも

のと認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 


